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(     ) として知覚する｡ しかし高速度提示においては､ ３つの高音のメ
ロディーと３つの低音のメロディー､ つまり２つの流れを同時に知覚すると
ともに､ これらの６つの音の順序の判断ができなくなる｡       ＆       
(1971) は､ この現象を一時的聴的流れの分凝 (                           ：以下､     と略す) と名づけた｡      ＆      (1973) は    と類似した現象が視覚においても生起
することを明らかにした｡      に示すような垂直線上に配置した４光点 ､  ､  ､  を ､  ､  ､  の順序で繰り返し提示するとき､ 低速度提示にお
いては ､  ､  ､  の順序通りの１光点のβ運動を知覚する｡ しかし､ 適度
な高速度提示においては空間的に接近している ､  間に１光点､  ､  間に
１光点の２組のβ運動を知覚する｡ この現象を      ＆      (1973)
は   と名づけた｡ さて､ β運動に関わる    の第３法則によると､ ２光
点間の空間距離と刺激間時間間隔 (              ：以下､   と略す)
が比例的な関係にあるときに２光点間に滑らかなβ運動を知覚するという





その後の研究により   について以下のことが明らかになった｡    が  間､   間において見られるβ運動でありながら､   間の距離や  間の
距離ではなく､ むしろ２つのβ運動の間の  間の距離が   の生起にとっ
て重要である (渡辺, 1981)｡    が通常の２光点間のβ運動と同様､ 提示
時間と  に関わる    の第４法則に従い (大村 1982)､ また､ 刺激強度と  に関わる    の第３法則に従う (渡辺 1992             )｡
知覚体制化が   に影響することも明らかになった｡ すなわち､ ４つの
光点に割り当てる強度の配置パターンあるいは形態の配置パターンを変化さ







Figure１ Illustration of stimulus displays used in Experiment 1. Rows: locations of
four lights in a vertical line. Columns : Grouping ; CL (Control), CO
(compatible), and IC (incompatible)：Type; a and b. Solid rectangles











渡辺 (1992) は､ 高低２種類の輝度を４光点に割り当てる配置パターンを
変化させた実験を行ったところ､ 輝度の類似性に基づく群化が   成立時
の群化すなわち､  ､  対と ､  対に群化する輝度パターン条件では   の
生起を促進し､ より低い提示速度であっても   が生起することを発見し








応指標としてきた｡ 運動の知覚は元来､ 時空間に関わる現象であるため､ 上












群化を操作した｡ すなわち､   (        ) 条件では､ 色彩あるいは形態
の類同性によって､    成立時に見られるβ運動を作り出す要素となる ､ 対及び ､  対の２つに群化するのを促進するような配置パターンとした｡  (         ) 条件では､  ､  対及び ､  対の２つに群化せず､ むしろ､ ､  対に群化するような配置パターンとした｡   (      ) 条件では色彩
あるいは形態による類同性に基づく群化が生起しない等質の配置パターンと
















スプレイ (ナナオ､  765) を使用した｡
刺激ディスプレイ 黒色の   ディスプレイの中央に､ 視角で横0 28゜×縦
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1 12゜の縦長の長方形の４光点 ､  ､  ､  を    １のように配置した｡ 赤
色と緑色の４光点を垂直線上に配置する仕方を変化させることにより群化の
実験変数とし､ ３条件を用意した｡   条件では４つの光点が同じ色とし､  条件では､    生起時にβ運動を作り出す成分である と ､ 及び と 
の２組の光点対がそれぞれ対内で同じ色とし､ これらの対間で異なる色とし




して用意した｡   (  ) 間の中心間の空間距離は視角1 75゜とした｡ また､ ４光点を配
置した垂直線上の中心に灰色で視角で直径0 07゜の凝視点を配置した｡ 赤色
の色度値は､  ＝0 61､  ＝0 36､ 緑色では､  ＝0 29､  ＝0 61であった｡ 赤色
の輝度は約42 5   ㎡､ 緑色は約46 3から91   ㎡の間で被験者によって異なり､
凝視点の輝度は約2 6   ㎡､ 背景の輝度は約0 3   ㎡であった｡














確かめさせた｡ 次に､   の距離を任意に変化させて被験者に観察させ､ 提
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示順序通りの1光点のβ運動と､ ２光点のβ運動のいずれに見えるかを報告

























３ (群化) ×２ (タイプ) の２要因の分散分析を行ったところ､ 群化の主効
果に関して有意な差が見られた (  (２ 18)＝6 68  ＜ 01)｡ 続いて   法
による下位検定を行ったところ､   条件と 条件対間及び､   条件と 条
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の実験変数とし､ ３条件を用意した｡   条件では４つの光点が同じ形とし､  条件では､    生起時にβ運動を作り出す成分である と ､ 及び と 
の２組の光点対がそれぞれ対内で同じ形とし､ これらの対間で異なる形とし
た｡  条件では､    生起時にβ運動を作り出す成分である と ､ 及び 
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Figure２ Mean adjusted lower limits of distance between B and C for perceiving












求め､ データとして用いた｡   ､   ､  の３条件において被験者の調整し




Figure３ Illustration of stimulus displays used in Experiment 2. Rows : locations of
four lights in a vertical line. Columns : Grouping ; CL (Control), CO
(compatible), and IC (incompatible) ; Type ; a and b.
件の値が  条件及び  条件より大きいことが分かる｡ 更に､ 群化の条件に
よって ､  のパターンの効果が異なることが分かる｡ すなわち､   条件に
おいて パターンの方が パターンより大きいこと､ また､  条件において
は パターンの方が パターンよりが大きいことが分かる｡
３ (群化) ×２ (タイプ) の２要因の分散分析を行ったところ､ 群化の主
効果 (  (２ 14)＝7 93  ＜ 01) 及び､ 群化×タイプの交互作用 (  (２ 
14) ＝15 87  ＜ 01) に関して有意な差が見られた｡




のみ有意な差が見られた (    (７)＝ 8 555  ＜ 05)｡  タイプにおいては
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Figure４ Mean adjusted lower limits of distance between B and C for perceiving
VISS under each condition of type as a function of grouping (Experiment
2).
群化の主効果に関して主効果が見られ ( (２ 14)＝ 23 90,  ＜ 01)､ 下位
検定の結果､   条件と 条件対間､ 及び  条件と 条件対間において有意
な差が見られた (    (７)＝5 437  ＜ 05)｡ 次に  ､   ､  の各条件ご







るために  ､  及び､   の３条件を用意した｡   条件では､ 類同性に基
づく４光点の群化が   生起時に見られる２つのβ運動を作り出す光点の
まとまりと一致し   の生起を促進するように､ すなわち､  ､  対と ､  
対に群化するようにした｡   条件では､ ４光点の群化が   生起時に見ら
れる２つのβ運動を作り出す光点のまとまりを崩し   の生起を抑制する
ように､ すなわち､  ､  対と ､  対に群化することなく ､  の対に群化す














形態の類同性に基づく群化を操作した実験２より以下のことが分かった｡ ､  のパターンによって群化の効果が異なっていた｡ すなわち､  パターン
においては  条件の  間の距離の下限閾値が  条件より大きく､  条件で
はそれらの中間であった｡ また､  パターンにおいては 条件の下限閾値が  条件及び  条件より大きかった｡ 以上の結果から､ 形態に基づく群化の
効果が   の生起に効果を持つと言えるものの､ その効果の現れ方は予測
とはかなり異なっていた｡ その原因として､  ､  のパターンの違いが大き
く影響していることが考えられるため､ 群化の各条件ごとに ､  のパター












の距離の小さい条件では大きくなければ生起しないであろう｡ すなわち､   条件では輪郭線間の距離の大きい パターンの方が､  条件では同様の 
パターンの方がそれぞれ､   間の距離の下限閾値は小さくなると予測でき
る｡ 実際に得られた結果はその予測通りであった｡     ３､ ４を見ると明
らかなように､  ､  が縦方向の長方形である   条件､   条件において
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